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‘Hyperion：AFragment’第三巻の感傷過多性の考察
金　澤　良　子
序
JohnKeatsの1820年詩集の最後を飾る‘Hyperion：AFragment，（以下「ハイペリオン」とする）
は，当時の定期刊行物の書評の多くに特に大々的に取り上げられた作品ではなかった。他の物語詩や
オードとともに「ハイペリオン」に関して，なんらかのコメントをする書評は数多くあるが，実際に
「ハイペリオン」の詩を一定量引用したものは，1820年7片の肋姻妙風前紺を始め，楠肌賄融的
物彿蠣「動地通C蕗加等のみが挙げられる。その量は‘hmia，の引用の多さと比較するとわずか
なものである。さらに，先にあげた三つの雑誌での引用はどれもタイタン神族の描写の場面に限られ
ており，ほぼ同じ箇所が引用されている。「ハイペリオン」自体の評価の良し悪Lは別にしても，ど
の書評もタイタン神族の主神サターンが悲嘆に暮れる谷間の描写で始まる冒頭の14行を‘beautifu1，
もしくは‘fine’と称賛している。またいわゆるキーツがミルトンの手法を模倣したとされる
‘Miltonicstationing’を用いたサターンやテアの彫像たる描写の壮麗さも高い評価を受けている。こ
のようにタイタン神族の描写のみが称賛されるなか，LeighHuntは自らが刊行する77teIndicat。rで
アポロの神格化を示す最後の一行を引用し，こう指摘している。
ItstrikesusthatthereissomethingtooemminateandhumaninthewayinwhichApolloreceives
theexaltation雨1ichhiswisdomisgivinghim．　　　　　　　（771eIndicator，italicsmin。）
StuartM・Sperryは，第三巻が「若き神と彼の黄金の弓に滴り落ちる涙は感傷的で全体として前の
二巻の雄大なトーンとテーマとは食い違う」（Sperry193）と指摘している。本論文では，アポロの
存在は「感傷的」以上の意味を持たないのかを検証していくことで，多くの批評において，第一巻，
第二巻に比べ比較的評価が低く，アポロ同様「感傷過多」とされる第三巻が，実際にはどのような目
的で書かれたのかを考察していきたい。
1．第三巻の背景分析一感傷性として捉えられるものの正体
1）悲劇の歴史から個人の悲しみへ
まず，第三巻の冒頭でキーツはタイタン神族たちについて「あのものたちはそのままにしておくの
だ，嘆くままにすればよいのだ」（‘Hyperion：AFragment，III，3）と詩神ミューズに呼びかけている。
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今まで語ってきた壮大な神権交代の悲劇を放棄し，彼らの存在そのものが無意味であったとも受けと
められかねないこの表現は，叙事詩を書き続けるだけの能力に欠けるというキーツ自身の詩人として
の脆弱さとして捉えられる可能性があるだろう。これまでキーツは様々な作品でミューズに呼びかけ
てきていた。例えば，励ゆ彿初においては各巻のいずれでも詩人自身の筆の非力を前提とし，ミュ
ーズの絶対なる力の加護を願って呼びかけていた。しかし，「ハイペリオン」の第三巻では，「なんじ
はこのような悲惨な喧騒を歌うにはもろいのだ，なんじの唇に最もふさわしいのは孤独な悲しみなの
だから，孤独な悲しみを称揚するのだ」（III，4－6）とミューズの力の限界を示し，同時に，理想とす
るこの詩の主題は第二巻までのタイタン神族たちが大勢登場する「悲惨な喧騒」（III，4）ではなく，
「孤独な悲しみ」（III，5）を歌うことであることを明確にしている。第三巻が神権を奪われた神々の
悲劇から，他者と相容れないあくまで個人的な悲しみに主題が移行したことも感傷過多，女々しさが
指摘される原因のひとつだろう。というのも，第二巻までの主題が巨神族の悲劇という大いなる歴史
であるのに対し，孤独な悲しみというの－は一個人の一感情に過ぎないからだ。
第三巻にみられる個人の感情に焦点を合わせようとする意識は，当然キーツに特化したものではな
い。1811年から18年に行われた文学に関する講演の中で，SamuelTaylorColeridgeは古代芸術と近
代芸術との関連を造形芸術と視覚芸術の類比によりシラーやシェリング，シュレーゲルらの行った試
みを紹介したが，GosleeM．Nancyによれば，AugustusWilliamSchlegelはACouysedLectureson
DramaticArtandLiteratuYe（tranS．JohnBlack，2voIs．London：1815）の中で，「北方の厳しい自然は
人を彼自身の内に引きこもらせ」外的世界と内面との「内的不和」を意識させるとしている。さらに
「近代の人々の感性は強烈で，その想像力はより霊的でその思考は黙想的だ」と指摘する。一方，ギ
リシア人の「洗練された高貴な感覚」は「自然や地上の生の持つ力の神格化」や自然の調和を見出す
というシュレーゲルの定義からすると，詩神ミューズが歌うにふさわしい「孤独な悲しみ」（III，5）
はギリシア的というよりは北方の近代人の感傷的な「自己省察」に近いのである。
しかし，書簡の中で「ハイペリオン」のもつ性質は『ェンデイミオン』とは異なり，「もっとあり
のままでギリシア風」（エI207）に取り扱うべきものだと明示するように，キーツはギリシアの思想
を意識して「ハイペリオン」を創作したはずである。確かに，この後キーツはミューズに「うやうや
しくデルポイの竪琴に触れるのだ」（III，10）と呼びかけ，アポロがこの詩の「黄金の主題」（III，28）
であると宣言する。ミューズが象徴する内省的な個人の自己省察とは異なるアポロの象徴する主題，
キーツの目指すギリシア的思想の体現はどのような形でなされるのだろうか。この問いは以下の章の
考察で明らかになるだろう。
2）豪著な風景に隠された真実
Flusheverythingthathathavermeilhue，
Letther・OSeglowintenseandwarmtheair，
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Andletthecloudsofevenandofmorn
FloatinvolyptuousPeeceso’erthehills；
Lettheredwinewithinthegobletboil，
Coldasabubblingwell；1etfhinL1ipp，dshells，
Onsands，Oringreatdeeps，Vermilionturn
′mroughalltheirlabyrinthS；andletthemaid
Blushkeenly，aSwithsomewarmkisssurpris，d．
（‘Hyperion：AFragment，，III，14－22，italicsmine）
「朱のものすべてをばら色に染めよ」（III，14）という言葉で始まるこの引用箇所は，多くの批評の中
でもっとも「感傷過多」であると非難されるところである0バラやなまめかしくたゆたう雲，はぜる
ワイン，色づぐ月や口づけされる乙女が登場するこの部分は‘vermeilhue，，‘softwarble，といった
箇所にみられる詩的語法や‘voluptuousfleeces，，‘faint－1ippedshells，・warmkiss，などの華やかな
形容詞，撞着語法を用いたワインの描写等は，JohnBarnardを初め多くの批評家によって感傷的すぎ
る詩，『ェンデイミオン』に逆戻りしているきらいがあると指摘される原因をなしている（Ba，nard
66）0用いる語やその組み合わせ，豪奪な修飾語句は確かに『ェンデイミオン』の詩行を彷彿とさせ
るだろう。ところが，この場面には単に『ェンデイミオン』的な描写という特徴以上のもの，すなわ
ち「ハイペリオン」を構成する上での重要な要素が多分に含まれていると考えられる。
まず，第三巻のこの場面で女々しいと非難される要素を構成するバラや雲，ワインや月，乙女とい
ったものはみな赤々と染められていくのだが，以下の描写はどうだろうか。
Rdoice，ODelos，withthineolivesgreen，
Andpoplars，andlawn－Shadingpalms，andbeech，
InwhichtheZephyrbreathestheloudestsong，
Andhazelsthick，darkstemm’dbeneaththeshade：
Apolloisoncemorethegoldentheme！　（III，24－28）
ここで描かれるデロス島に生い茂るオリーブ，ポプラ，ヤシ，ブナ，ハシバミの樹や柳といった
木々の緑はみなぎる生命力と彩りを第三巻全体に与えている。またアポロのくるぶしまでいっぱいの
百合の白さは赤と緑のコントラストの中，いっそう映えるものだが，生命感に溢れる色合いは第二巻
までの彫像に象徴される死の色を帯びていたタイタン神族と鮮やかなコントラストをなしている。こ
うした美しい情景からIanJackは第三巻に見られるティツィアーノのような絵画的な性質を指摘して
いる（Goslee119）。しかし，こうした「感傷過多」に捉えられかねない彩り豊かな世界が広がる場
面で，その色彩以上に注目すべき点がある。
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「朱のものすべてをばら色に染めよ」（III，14）と始まる引用箇所を再び参照されたい。ここでは，
白いバラを赤く染めるのではなく，正確には赤いバラの色をより鮮やかに染めよと歌っている。同様
に赤いワインをあわ立たせ，健康的な顔色の乙女の頬を不意の口づけでいっそう紅潮させよというの
だ。本来赤さを持ったものの色を一層際立たせようとするこの場面は，そこに登場するアポロ自身の
性質を考察することで，この非難の多い場面に隠された意味がいっそう明らかになる。
アポロの力は強大で，ひとたび竪琴に触れて奏でられるその調べは古き神々を凌ぐものだが，その
力だけではアポロは神にはならない。アポロが神になるのは記憶の女神であり，ミューズの母である
ニモジこイから‘Knodedgeenormous’（III，113）を授かった後，すなわち詩の最後の場面において
である。つまり，「女々しい」と非難の多い波のさざめきに涙を流した場面，第三巻の途中でアポロ
は神にはなっていない。というよりも神になる前のこの場面では，当然アポロの人間性が強調されて
しかるべきところなのである。アポロの持つ潜在能力にニモジニイが伝えることになる「莫大なる知
識」が融合して，初めてアポロが神格を得られるというのがこの詩の最大のテーマであり，詩全体の
クライマックスでもあるので，必要以上に人間的というよりいまだ神にふさわしくないアポロの描写
はそうしたクライマックスを際立たせる重要な布石といえる。
先ほどの赤いバラをより鮮やかに染めよというのも，本来備わっている力にさらに新たな力が加わ
ることで，より高次の段階にいたるというアポロの神格化と同じ思想がその根底にみてとれる。ここ
に内省的な自己省察にとどまらず，高次の段階にいたるために「莫大なる知識」という外的な力との
調和を獲得するというギリシア思想をキーツは体現しえたのだ。次にアポロの性質を詳細に考察して
いく。
2．アポロにつきまとう感傷過多性の検証
1）アポロの無知とその意義
アポロの語りの部分に関してキーツはRichardWoodhouseに対し「偶然にもしくは魔法の力によ
って出てきたもの，いわば彼に与えられたもののようなのだ」（∬CI，129）と語っているが，暖昧模
糊としたアポロ自身の語りから浮かび上がる，神になる前のアポロの姿は，ある人間を私たちに想起
させる。自分の置かれた状況に疑問を抱き，隠された真実をニモジニイの表情に見出そうともがくア
ポロの姿は，サタンの反逆について話し終えた大天使ラフアユルをなおも引きとめようと天と地はい
かにして作られたのかと世界の成り立ちに始まり自分にとって未知なる事象に関する知識を得ようと
懇願したParadiseI，OStのアダムの姿と重なる。
Goddess！Ihavebeheldthoseeyesbefore，
Andtheireternalcalm，andallthatface，
OrIhavedream’d．”－‘Yes，”Saidtheszゆnmesh（坤e，
‘VnlOuhastdream’dofme；andawakingゆ
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川′山！h′！（′tl・ハ・・J／／ごり／′／・〃小・！小・JJ′！一・、
Whosestringstouch’dbythy丘ngers，allthevast
Unweariedearofthewholeuniverse
Listen’dinpainandpleasureatthebirth
Ofsuchnewtunefulwonder．
（‘Hyperion：AFragment，，III，59－67，italicsmine）
さらに，アポロの竪琴は夢の中で見た金の竪琴そのものであったというこのくだりは，夢の中でイ
ヴと遊返したアダムは目覚めてなお，その眼前にイヴがいたという，かのアダムの夢を彷彿とさせ，
ミルトンの影響そのものといえる0そしてニモジニイはアダムの夢に現れた神のごとく，‘the
SupremeShape’（III，61）と表現されている。
しかし，アポロとアダムの性質は根本では異なるOキーツは1818年1－月友人のBenjaminRobert
Haydonに宛てた書簡の中で，アポロについて‘afore－SeeingGodwi11shapehisactionslikeone，（LI，
207）と述べている。この‘shape’という言葉からもキーツのアポロの人物設定がかなり作為的な
ものになることが考えられる。実際，本来の目的を忘れ，あちらこちらと状況に流されるように見え
るエンデイミオンに比べ，アポロの本質というのは揺らぐことはない。
Whatarethestars？Thereisthesun，thesun！
Andthemostpatientbri11ianceofthemoon！
Andstarsbythousands！Pointmeouttheway
Toanyoneparticularbeauteousstar，
AndIwi11flitintoitwithmyb7re，
Andmakeitssilverysplendourpantwithbliss．
（III，97－102，italicsmine）
アポロは母と妹が住む楽園たるデロスからアダムにとってのイヴと同じく価値のあるものとして夢
から現実に現れた黄金の竪琴を選び，美しい星に持っていこうとする。ここから，「黄金の竪琴」が
象徴する詩的霊感をアポロが他の何よりも自身の存在意義として認識していることが分かる。キーツ
が書簡の中で「詩的なもの」（耳143）として挙げた太陽や月がここでも登場するが，アポロが目指
す先には美があることには間違いない。自分の竪琴の澄んだ光輝で至福をもたらすことこそが務めで
あると宣言するアポロは，エンデイミオンやアダム以上に強い意思の持ち主である。
だが，当のアポロ自身は第三巻の登場以来，苦悩し，涙を流す一方である。こうした涙こそが「感
傷過多」をアポロ自身に，ひいては第三巻自体に指摘される直接の原因なのだが，タイタン神族と異
なり，悲劇と無線であり，新たな神になるはずのアポロにとっての苦痛とは何なのだろう。
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WhileIhereidlelistenontheshores
Infear・lessyetinaching喝切OYtlnCe？
（III，106－107，italicsmine）
岸辺でたたずむ自らの状態を「痛ましい無知」（III，107）と告白していことから，アポロは無知で
いることに苦痛を感じていることが窺える。失楽前のアダムが置かれていたのと同じ無知という状態
が，アポロにとっては苦痛に他ならない。同時に，「痛ましい無知」というこの言葉は，アポロの涙
が「感傷過多」の象徴ではなく，知識の欠落の象徴であることを示している。きわめて女々しく，人
間的と評価されるアポロが涙を流す場面は，これから「莫大なる知識」を得て神になる前段階として
当然設定されるべき無知な状態，知識の欠落の強調が生みだしたものといえる。
Knowle（短eenormousmakesaGodofme．
NのJll，∫．壷肌kg／叩11吋川由，（1Jr（－ぐ＝リJね．J・（－毎JJfO〃S．
噸∫鈍い肌棚鋸通扱い聯通れ
Creationsanddestrtmngs，allatonce
Pourintothewidehollowsdwbrain，
AnddeibTme，aSifsomeblithewine
OrbrightelixirpeerlessIhaddrunk，
Andsobecomeimmortal．’’
（III，113－120，italicsmine）
記憶の女神ニモジニイの顔から不思議な教訓を読み取り，アポロは「莫大なる知識」を得る。斜体
の部分は，第二巻まで語られたタイタン神族たちの身に起きた出来事のダイジェストといえる。アポ
ロはタイタン神族の苦悩のさなかにいたこモジニイを通じ，彼らの苦悩の歴史の記憶を認識したのだ。
しかし，注意したいのはこうした記憶を授かっただけでアポロは神になったのではない。アポロは授
かったその記憶を単なる記憶で終わらせず，タイタン神族が味わったのと同じ程度までに苦悩を追体
験した。そしてそれこそがアポロを神にしたのである。キーツは友人のReynoldsに宛てた書簡の中
で，記憶は「知と呼ぶべきものではない」‘shouldnotbecalledknowledge’（LI，231）としている。
キーツにとって記憶は体験を経てはじめて知になる。アポロは無知から脱し，同時にタイタン神族の
味わった苦悩をも追体験することで，自分のそして他者の苦悩というすべての苦悩を浄化させ神とな
った。しかし，苦悩の記憶を自らの体験として味わい，知識として習得することを可能にしたのは，
アポロが元来持っていた「黄金の竪琴」が象徴する詩的霊感にはかならないことをアポロは自ら認識
している。
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2）苦悩するアポロへの非難の妥当性
アポロの神格化に伴う‘effeminate’，「感傷過多」もしくは女々しい，人間的すぎるという非難が
ある一方で，第二巻で多くのタイタン神族が苦しむ場面はね紺ル加的此卿g乃βによって多くの分
量が引用され，「キュベレとタイタン神族の広大な住処の描写はアイスキュロスの壮大なスタイルの
ようである」と称賛されている。ところが，実際‘sublime’と称賛されている箇所は，タイタン神
族の個々の苦悩そのものではなく，彼らのいる「広大な住処」である洞窟の荒涼とした情景描写なの
だ。これはサターンのいた深い谷間の描写に称賛が多いこととも重なる。以下は最も引用され，評価
が高い「ハイペリオン」の冒頭部，サターンが悲嘆に暮れる谷間の場面である。
Deepintheshadysadnessofavale
Farsunken血・Omthehealthybreathofmorn，
Farfromthe丘erynoon，andeve’sonestar，
Satgray－hair’dSaturn，quietasastone，
Tillasthesilenceroundabouthislair；
ForestonbreSthungabovehishead
Likecloudoncloud．Nostirofairwasthere，
Notsomuchlifeasonasummer’sday
Robsnotonelightseedfromthefeather’dgrass，
Butwherethedeadleaffell，therediditrest．
Astreamwentvoicelessby，Stilldeadenedmore
Byreasonofhisfallendivinity
Spreadingashade：theNaiad“midherreeds
Press’dhercold五ngerclosertoherlips．
（I，1－14）
この暗黒の谷間と比較すれば，アポロの登場する舞台である美しい草木が生い茂るデロス島の描写
に‘sublime’の要素がまったくないことは明らかだろう。しかし，アポロの苦悶の場面に関して言
うならば，そこでは第二巻のタイタン神族以上に純粋な肉体的苦悶を労音とさせる表現が多く用いら
れている。
Mostlikethestruggleatthegateofdeath；
Orlikersti11toonewhoshouldtakeleave
Ofpaleimmortaldeath，andwithapang
Ashotasdeath’sischill，withjieneconvuLse
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Dieintolife：SOyOungApolloanguish汝
Hisveryhair，hisgoldentressesfamed，
Keptundulationroundhiseagerneck．
（III，131－37，italicsmine）
斜体で示した箇所にみられるアポロの肉体的苦痛は，陰鬱な谷間という風景に投影されたタイタン
族の「崇高な」悲嘆とは異なっており，神にあるまじき人間的なものと評価されてもやむをえないだ
ろう。しかし，このアポロの苦悶は，他者であるタイタン神族の味わった苦悩を自らが追体験する際
に生じた結果であり，すべての苦悩を浄化させ至福に変えようとする大いなる目的を鑑みると，女々
しさとは程遠いといえる。むしろ神権を奪われ自己の尊厳が損なわれたと嘆き，変化を受けいれるこ
とを拒み続けるタイタン神族の方が，物寂しい谷間や洞窟という舞台自体は「崇高」であっても，彼
らそのものは「女々しい」のではないだろうか。
3）白と他の融合
再びアポロが「莫大な知識」（III，113）を授かる場面に戻ってみよう。ニモジこイから授かった記
憶が注ぎ込まれた‘触川前の紬肋鵬〆通恒玩海’（III，117）という言葉に注目したい。単純に‘my
brain’ではなく，「谷間」を意味する‘hollows’という言葉が用いられている。この言葉は，第一
巻冒頭でサターンが一人嘆いていた‘theshadysadnessofavale，（I，1）や，多くのタイタン神族が
うめき苦しんでいた‘den’（II，5）（この言葉は深い谷という意味も持つのだが）が想起される。タ
イタン神族の嘆きの象徴であったこれらの「谷間」がいまやアポロという一人の存在に内包されてい
るという一種の暗喩になっていると考えられる。
さらにアポロの頭の中にあるこの空洞‘hollows’が複数形になっているのは見逃すことができな
い。単にアポロの頭の中が，タイタン神族が味わった記憶が蓄えられる場所として存在するだけなら，
‘thewidehollowofmybrain’と単数でかまわないだろう。この‘hollows，を‘vacantspace，とし
てとらえることで思い起こすのは詩人が自らの思想を示す際にしばしば用いる「部屋」のイメージだ。
キーツは1818年10月27日の書簡の中で，「私の心の中に入るのは私自身ではなく，その部屋にいる
すべての人々の同一性が私にのしかかってきて，しばしのうちに自分というものは，滅却されるので
す」（エI387）と詩人の自己滅却について唱えている。多くの批評家がアポロの同一性のなさをタイ
タン神族と比較し繰り返し述べてきたが，アポロの頭の中の‘hollows，をそうした詩人の「自己滅
却の場としての部屋」として捉えると一層，アポロの性質がはっきりと理解できるだろう。同じ部屋
でも，人生を部屋の多い建物にたとえた部屋はここでは性質はまったく異なる。第一の部屋である無
思想の部屋から第二の部屋である処女思想の部屋に移動するという思想の段階を表すその移動は，あ
たかも以前の栄華を誇ったタイタン神族がこの世にある不幸や苦痛を知ってしまう様子，第二巻まで
措かれたタイタン神族の悲劇の歴史である。アポロは身をもって彼らと同じだけの苦痛を体験し，こ
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うした処女思想の存在を知ったタイタン神族の同一性との一体化を果たしたといえるだろう。キーツ
にとって悲痛なタイタン神族だけでなく，タイトルのハイペリオン自身でもなく，その後継者アポロ
を措くことこそが主眼であったことは，『ェンデイミオン』の第四巻で，「ほどなくわたしはおまえの
竪琴の声音持つ兄弟のことを歌うだろう」（励め面前Ⅳ，774）とシンシアの兄アポロこそが次の詩
の主人公であるかのごとく示した箇所から明らかだ。また，BarryGradmanが「キーツが詩のどこか
でアポロの変容を構想していた兆しが最初の二巻にある」（Barry48）と主張するように，苦悩を浄
化させるアポロの神への変容は，キーツが「ハイペリオン」第三巻執筆中に突如として思いついたデ
ウス・エクス・マキナではなく，「ハイペリオン」の骨子であり，主題であったといえる。
結　　論
「ハイペリオン」第三巻はこれまで度々，その「感傷過多性」が指摘されてきた。しかし，実際は
第一巻，第二巻で語られたタイタン神族の体験した苦痛を一人の人間であるアポロに追体験させ，浄
化させるという壮大な目的の下に書かれていた。また，色彩の豊かさと豪著な表現ゆえに感傷的過ぎ
ると指摘される風景描写の根底には，本来備わっている力にさらに新たな力が加わることで，より高
次の段階にいたるという，アポロの神格化と同じ思想が示されていた。第三巻の「感傷過多」の最大
要因とされてきたアポロの女々しさ，人間らしさの過重に見えたものの正体は，知識を得る前段階と
して当然強調されるべきアポロの無知と考えられる。アポロの無知は，彼が潜在的に持つ消極的受容
力ともいえる詩的霊感にニモジニイが伝える「莫大な知識」が融合して初めて人間だったアポロが神
格を得られるという，この詩の最大のテーマを示すのには欠かせない性格づけである。さらにはアポ
ロの頭の中において象徴された白と他の融合は，キーツが描こうとした，すべての力の間にある調和
や一致，自然の調和を重んじるギリシア的思想そのものといえる。未完とはいえ，アポロの登場する
第三巻を描くことで，キーツは『ェンデイミオン』に顕著であった内省的な個人の自己省察とは異な
るギリシア的思想の体現を達成し得たのである。
Notes
・キーツの詩の引用は，JackStil1inger，ed．，777ememsdjohnKeats．（Cambridge：1もeBelknapPressofHarvard
UP，1978）に拠る。
・書簡の引用は，HyderERollins，ed．，771eLette73或ルhnKeais：1814－21．2voIs．（Cambridge：HarvardUP，1958）に
拠る（vo1．1はエ1と略す）。
・HyderERollins，ed・，771eKeatsCircle：Lette7SandQpeYS，andMoreLettersandn？emSdtheKeaisCircle2voIs．
（Cambridge：HarvardUniversityPress，1965）はKCと略す。
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